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1. はじめに 

 一般的な氾濫計算モデルでは，建物による影響を

粗度に反映して表現する 1)が，最近では，建物を地

形データの一部として再現し，建物周りの流速や流

れの向きを考慮した計算が行われ，詳細な被害の予

測や避難経路の設計に役立てられている 2)． 

 本研究では，2013 年 9 月に浸水被害を受けた岩

手県盛岡市玉山区川崎地区を対象に，避難経路の検

討に用いる氾濫計算結果を得るために，建物を再現

した地形データを用いて，二種類の格子幅で浸水被

害計算を行い，格子幅の違いによる計算結果への影

響を検討した． 

 

2. 対象領域 

 対象領域は，2013年 9月 16日の台風 18号によ

る大雨で 14 世帯 40 人に避難勧告が出された 3)盛

岡市玉山区川崎地区の松川周辺とした． 

写真-1に，対象領域を赤線で示す． 

写真-1：玉山区川崎地区（2007年撮影）4） 

 

 

 

3. 解析手法 

 汎用計算ソフト iRIC5)の Nays2D Flood を用い

て計算を行った．支配方程式は次に示す． 
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ここで，hは水深，tは時間，uは x方向の流速，

vは y方向の流速，gは重力加速度，Hは水位，qは

単位面積当たりのカルバート・樋門・ポンプによる

流入量，rは雨量，𝜏𝑥は x方向の河床せん断力，𝜏𝑦

は y方向の河床せん断力，𝜌は水の密度である．た

だし，本研究では，qと r はゼロとする． 

写真-1 に示すように，松川からの流入を流入部

_1，松川合流前の北上川の流入を流入部_2 とし，

松川の流量が急激に増え始めて氾濫にいたった

2015 年 9 月 16 日の 15 時から 17 時の 3 時間の流

量を用いて計算を行った． 

 地形データは国土地理院の基盤地図情報 6)の 5m

メッシュの DEM データを使用し，建物には一様に

5ｍの高さを与えた． 

メッシュサイズを道路幅より小さくすることで

道路を連続的に表現できる 6)ことから，道路幅に近

い 5ｍ四方で計算する．また，正方形格子で建物を

表現するには，細かい格子幅が必要 7)であるから

5mより細かい 1m四方の場合でも計算し，結果を

比較する． 

その他の氾濫解析条件は表-1に示す． 
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表-1：氾濫解析条件 

図-2：流速と流れの向き_1mメッシュ 

 

図-3：流速と流れの向き_5mメッシュ 

     

写真-2：計算結果と同地点の写真 4) 

 

4. 計算結果 

 計算開始から 3 時間後の計算結果について，1m

メッシュで計算した流速と流れの向きを図-2，5ｍ

メッシュの流速と流れの向きを図-3 に示す．建物

は赤色で現す．1mメッシュでは，流速が局所的に

大きくなっている箇所が示されており，建物周辺で

生じる流れの速い箇所を把握できるため，避難路の

検討に役立つと考えられる． 

 また，1mメッシュは一部ではあるが，道路上で

高速流が発生する範囲を表現できているといえる． 

5. まとめ 

 1mメッシュの方が流速や流れの向きを詳細に計

算されているので，住宅と畑が混在する複雑な場所

で避難路の検討に役立てられると考えられる． 

 メッシュサイズを道路幅より小さくしなければ，

氾濫を再現できないと考えられる． 
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